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内容の要旨及び審査の結果の要旨
金属メッキ，溶接などの産業職場において，酸化亜鉛（ZnO）フュームを吸入後，悪寒，戦懐とともに発熱などの
症状を呈する亜鉛熱と呼ばれる症候群が，古くより知られているが，その機序は不明である。本研究は，亜鉛熱の発
生機序を明らかにする目的で，ＺｎＯのラット好中球活性化とさらに生体内因子グルタチオン（GSH）の影響を活性
酸素種や活性窒素種の産生を指標として主に化学発光法で検討した。得られた結果は以下のように要約される。
ＬＺｎＯは好中球ルミノール依存性化学発光を軽度増大した。ＺｎＯによる化学発光はＧＳＨ添加（ZnＯ＋ＧＳＨ）でさ
らに４～５倍増大した。
２．ＺｎＯによる化学発光はスーパーオキシドディスムターゼ（SOD，０２消去剤）で有意に抑制されたが，ＺｎＯ＋ＧＳ
Ｈによる化学発光は抑制されなかった。モノアミンオキシダーゼ阻害剤であるクロジリンは，ＺｎＯによる化学発光
は抑制せずZnｏ＋ＧＳＨによる化学発光を有意に抑制した。カタラーゼ（Ｈ202消去剤)，アジ化ナトリウム（ミエ
ロパーオキシダーゼ阻害剤)，タイロン（低分子０２消去剤)，ジフエニールイオドニウム，ネオプテリン（ＮＡＤＰ
Ｈオキシダーゼ阻害剤）はＺｎＱＺｎＯ＋ＧＳＨどちらの化学発光も有意に抑制した。
３．－酸化窒素合成酵素（NOS）阻害剤Ｎ－モノメチルーＬ－アルギニンはZnＯによる化学発光を抑制したが，ＺｎＯ
＋ＧＳＨによる化学発光は抑制しなかった。
４．Ｚｎｏは，好中球の一酸化窒素（ＮＯ）産生を増大させた。
５．好中球ホモジネートのルシゲニン依存性化学発光は，ＮＡＤＰＨ添加により増大した。その化学発光は，NOS基
質であるＬ－アルギニンによりさらに増大し，ＳＯＤ，カタラーゼ，Ｎ一二トロアルギニン（NOS阻害剤）などで
抑制された。
以上の結果より，ＺｎＯにより好中球からＮＯの産生が増大し，パーオキシナイトライト（ONOＯ~）や二酸化窒素
(ＮＯ２）などの活性窒素種が産生されている可能性が示唆された。またZnＯにより好中球より軽度産生される活性酸
素種は，主にＮＡＤＰＨオキシダーゼによる細胞外での０回に由来するが，ＺｎＯにＧＳＨを添加することにより顕著に活
性化された好中球からの活性酸素種は，未知の細胞内活性酸素種産生機構に由来している可能性が示唆された。
以上より，本研究は，ＺｎＯフュームによる亜鉛熱の発生機序への生体内因子であるＧＳＨの関与を示唆するもので
あり，労働衛生学的に価値ある研究と評価された。
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